
Breeding of "Yukigasumi", a High-yielding Rice
Cultivar with Low Amylose Content and Superior
Eating Quality.

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2019-03-22

キーワード (Ja): 

キーワード (En): Rice, New cultivar, Low-amylose

content in the endosperm, High-yielding, Superior

eating quality

作成者: 黒木, 慎, 清水, 博之, 安東, 郁男, 横上, 晴郁, 松葉,

修一, 三浦, 清之, 今野, 一男, 荒木, 均

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.24514/00001398URL



19
北 海 道 農 研 研 報
204,　19-33　（2015）

多収で極良食味の低アミロース米品種「ゆきがすみ」の育成

黒木　慎１），清水博之２），安東郁男１），横上晴郁３），
松葉修一，三浦清之４），今野一男５），荒木均６）

Ⅰ．緒　　言
　近年の北海道米は，品種改良や栽培技術改善，販
売面での努力により全国的に評価が高まっている。
特に，2003年に農研機構　北海道農業研究センター

（北海道農研）で育成された「おぼろづき」（安東ら，
2007）や，2008年に北海道立上川農業試験場（現　北
海道立総合研究機構　農業研究本部　上川農業試験

場，上川農試）で育成された「ゆめぴりか」（佐藤ら，
2009）は，アミロース含有率が従来の低アミロース
米品種よりもやや高い約14 ～ 16％であり，新潟産「コ
シヒカリ」に匹敵する極良食味であることから高級
ブランド米として高価格で販売されている。2013年
９月から2014年８月の期間において，2013（平成25）
年産米の全国114産地品種銘柄の玄米60㎏あたり平
均相対取引価格が￥13,684 ～ 14,781であったのに対
して，「ゆめぴりか」は￥17,121 ～ 18,043であり，
新潟「コシヒカリ一般」の￥16,557 ～ 17,017を上回
る価格で取引された（農林水産省，2014）。しかし，「お
ぼろづき」は粒厚が薄く収量性が不十分であるとい
う欠点があり，「ゆめぴりか」は耐冷性がやや劣る
ため冷害年には減収し，タンパク質含有率が高くな

摘　　要

　「ゆきがすみ」は，「きらら397」の低アミロース性突然変異系統である「札系96118」（後の「北海
287号」）と耐冷性が強く食味が良い「空育160号」との交雑後代より育成された低アミロース米品種で
ある。2012年に種苗法に基づく品種登録がなされた。
　「ゆきがすみ」の主要特性は以下のとおりである。
１．育成地での出穂期は「おぼろづき」より１日遅く，成熟期は２日遅い。出穂期，成熟期とも“中

生の早”に属する。
２．玄米収量は「おぼろづき」より10％以上，北海道の低アミロース米品種「ゆめぴりか」より５％

程度多収である。
３．穂ばらみ期耐冷性は「おぼろづき」並の“強”で，「ゆめぴりか」よりやや強い。
４．いもち病真性抵抗性遺伝子型は“Pia，Pii，Pik”と推定され，いもち病圃場抵抗性は，葉いもち

は“やや弱”，穂いもちは“中”であり，どちらも「おぼろづき」並である。
５．白米アミロース含有率は「おぼろづき」よりやや高く，「ゆめぴりか」よりやや低い。
６．白米タンパク質含有率は，「おぼろづき」，「ゆめぴりか」より低い。
７．炊飯米の食味総合評価は「おぼろづき」，「ゆめぴりか」とほぼ同等である。
　以上の特性から，「おぼろづき」，「ゆめぴりか」と同様に単品利用が可能な極良食味低アミロース
米品種として北海道上川中南部，留萌中南部以南の稲作地帯に適応する。
キーワード：水稲，新品種，低アミロース，多収，極良食味

平成27年10月２日　原稿受理
北海道農業研究センター寒地作物研究領域
１） 現　作物研究所稲研究領域
２） 現　北海道農業研究センター研究支援センター
３） 現　東北農業研究センター水田作研究領域
４） 故人（元　作物研究所）
５） 退職（北海道札幌市）
６） 退職（福岡県筑後市）
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る場合があるという欠点がある。
　「ゆきがすみ」の低アミロース性は，「おぼろづき」，

「ゆめぴりか」と同様に「きらら397」の培養変異系
統「札系96118（後の「北海287号」）」に由来し，炊
飯米の粘り，柔らかさや食味総合評価は「おぼろづ
き」，「ゆめぴりか」と同程度である。一方，収量性
は「おぼろづき」より明らかに高く，「ゆめぴりか」
にも優る。また，耐冷性は「ゆめぴりか」より強く

「おぼろづき」並の“強”である。
　「ゆきがすみ」は，「おぼろづき」，「ゆめぴりか」
の短所である収量性と耐冷性を改良した品種であ
り，極良食味米を低コストで供給可能な品種として
今後の普及が期待されている。本稿では，「ゆきが
すみ」の育成経過，特性概要，試験成績などを報告
する。

Ⅱ．育種目標と育成経過
　「ゆきがすみ」は，北海道向きの耐冷性の強い低
アミロース性良食味品種育成を目標として，1997年
に農林水産省北海道農業試験場（現　北海道農研）に

おいて，「きらら397」の低アミロース培養変異系統
である「札系96118」を母とし，耐冷性が強く食味
の良い「空育160号」を父とした人工交配により育
成された系統である（第１図）。
　「ゆきがすみ」の育成経過を第１表に示す。1997年
に F1を温室で養成し，1998年には F2世代を温室で
養成した。F3種子から低アミロース性の表現型であ
る白濁した玄米を選抜して，翌1999年に温室内に播
種し，F3世代を養成した。2000年に F4世代で個体
選抜，2001年からは系統栽培を行い選抜・固定を図っ
た。2002年には「札系02055」の系統番号を付して
生産力検定試験に供試し，2003年には特性検定試験，
系統適応性検定試験に供試した。2004年 F8世代よ
り「北海300号」の系統名で北海道の奨励品種決定
調査に供試した。
　「ゆきがすみ」は，「おぼろづき」，「ゆめぴりか」
並の極良食味であり，多収で耐冷性も強いことから，
2010年に種苗法に基づく品種登録出願を行い，2012
年７月に品種登録された（第21856号）。2010年度の
世代は雑種第14代である。

第１図　「ゆきがすみ」の育成系譜
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Ⅲ．特性概要
１．形態的特性
　移植時の苗丈は“中”，葉色は“中”，葉身の形状
は“やや立”である（第２表）。苗丈は「おぼろづき」
よりやや長い。本田における生育初期の草丈は「お
ぼろづき」よりやや長く，茎数は，育成地では「お
ぼろづき」並からやや少ない（データ省略）。稈の太
さは“中”，稈の剛柔は“中”である。ふ色，ふ先

色は“白”で，芒の多少は“稀”，長さは“短”で
ある。脱粒性は“難”である。
　稈長は「おぼろづき」より長く「ななつぼし」並
からやや短い“中”，穂長は「おぼろづき」並の“中”，
穂数は「おぼろづき」よりやや少ない“やや多”で
ある（第３表，写真１）。一穂籾数は「おぼろづき」
より多い。草型は“偏穂数型”である。耐倒伏性は

「おぼろづき」よりやや弱く「ゆめぴりか」，「なな

第１表　「ゆきがすみ」の育成経過

第２表　特性観察調査成績

１） 1999年は播種前に籾すりし，玄米白濁粒を選抜した。
２） ＊は系統内個体数，B は集団，□は選抜系統を示す。

１） 育成地における調査の結果。移植時苗特性は達観調査，それ以外の特性は稲種苗特性分類調査報告書（農林水産技
術情報協会，1980）に従って調査した。



22 北海道農業研究センター研究報告第204号（2015）

つぼし」並の“やや弱”である。割籾の発生は「お
ぼろづき」より少なく「ゆめぴりか」よりやや多い。

２．生態的特性
　出穂期は「おぼろづき」より１日遅い“中生の早”，
成熟期は「おぼろづき」より２～３日遅い“中生の早”
である（第３表）。精玄米収量は「おぼろづき」より
約20％高い（第４表）。精玄米の千粒重は「おぼろづ
き」より0.5 ～ 0.7g 程度大きい。
　穂ばらみ期の障害型耐冷性は「おぼろづき」，「ほ
しのゆめ」並の“強”である（第５表）。いもち病真
性抵抗性遺伝子型は Pia，Pii，Pik と推定され，圃場
抵抗性は葉いもちは「ほしのゆめ」よりやや強く「お
ぼろづき」並の“やや弱”（第６表），穂いもちは「ほ
しのゆめ」よりやや強く「おぼろづき」並の“中”
である（第７表）。

３．品質および食味特性
　玄米の粒形は「おぼろづき」並の“やや細長”で
あり，粒大は「おぼろづき」並の“やや大”である

（第８表，写真２）。「おぼろづき」より粒長はやや
短く，粒福はやや広い。玄米は「おぼろづき」より
腹白，心白，乳白の発生程度がやや多く，玄米品質
は「おぼろづき」よりやや劣る（第４表）。玄米の粒
厚は「おぼろづき」より厚く，「ゆめぴりか」より

写真１　「ゆきがすみ」の草姿
左から「ゆきがすみ」，「おぼろづき」，「ゆめぴりか」

第３表　移植栽培の生産力検定試験における生育調査成績

１） 育成地における，2005 ～ 2009年の調査結果の平均値を示した。
２） 播種：４月14 ～ 20日，移植：５月20 ～ 24日。
３） 栽植密度は24株 / ㎡（条間33.3㎝，株間12.5㎝），１株個体数は３本とした。
４） 施肥は化成肥料（14：17：12）全量基肥とした。１a あたりの施肥量は窒素成分で標肥栽培が0.7㎏，多肥栽

培が1.0㎏である。
５） 倒伏は０（無）～５（甚）の６段階で達観評価した値を示す。
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第４表　移植栽培の生産力検定試験における収穫物調査成績

第５表　穂ばらみ期耐冷性検定試験成績

１） 試験条件は第３表と同様である。
２） 精玄米重および玄米千粒重は1.9mm の篩選後のデータを示した。
３） 玄米外観品質は１（上上）～９（下下）の９段階で達観評価した値を示す。
４） 検査等級は各年度における達観評価（１～３等，等外）を数値に置換し，その平均値を再び等級表記に戻して

示した。

１） 設定水温19 ～ 20℃の恒温深水循環法または中期冷水掛け流し法により処理を行い，
稔実程度を特性基準品種と比較して評価した。

２） 特性基準としての評価は以下の通り。
　　　きらら397：やや強，ほしのゆめ：強，初雫：極強。
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第７表　穂いもち圃場抵抗性検定成績

第８表　玄米の粒形調査成績

１） 発病の誘発方法は以下のとおり。
　　　北海道農研：「ほしのゆめ」の罹病苗を誘発源として移植
　　　上川農試：前年の罹病藁を散布
　　　中央農試：「ほしのゆめ」，「彩」の罹病苗を誘発源として移植
２） 特性基準としての評価は以下の通り。

ほしのゆめ：やや弱，ゆきまる：中，きらら397：中，吟風：やや強，ななつぼし：やや弱
３） 真性抵抗性推定遺伝子型が「ゆきがすみ」とは異なるが参考となる品種のデータを点線以下に

示した。

１） 育成地における調査結果。2009年の生産力検定試験区産玄米について，標肥区，多肥区各40粒を
　　調査し，平均値を示した。
２） 粒形および粒大は稲種苗特性分類調査報告書（農林水産技術情報協会，1980）に従って判定した。

第６表　葉いもち検定試験における耐病性評価

１） いずれも畑晩播法による評価。前年の罹病藁を散布して発病を誘発した。
２） 特性基準としての評価は以下の通り。

ほしのゆめ：弱，ゆきまる：やや強，大地の星：強，おぼろづき：やや弱，きらら397：やや弱，ななつ
ぼし：やや弱

３） 真性抵抗性推定遺伝子型が「ゆきがすみ」とは異なるが参考となる品種のデータを点線以下に示した。
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項目で基準品種「ほしのゆめ」より有意に優るが，「白
さ」は有意に劣る（第15表）。「粘り」，「柔らかさ」
および「白さ」は「おぼろづき」に近く，「ゆめぴ
りか」より粘りがやや強く，やや柔らかく，白さが
劣る傾向がある。また，「総合評価」は「おぼろづき」，

「ゆめぴりか」とほぼ同等である。
　テンシプレッサーで測定した「ゆきがすみ」の米
飯物性を第16表に示す。炊飯米は「おぼろづき」よ
り表層がやや柔らかく，粘りは同程度である。「コ
シヒカリ」との比較では，「ゆきがすみ」の方が表層，
全体とも柔らかく，表層の粘りはやや弱く，全体の
粘りはやや強い。
　ラピッドビスコアナライザーを用いた「ゆきがす
み」の白米粉の糊化特性の測定結果を第17表に示す。
良食味性と正の相関がある（竹生ら，1985）ブレーク
ダウンは「おぼろづき」よりやや小さく，「ゆめぴ
りか」と同程度である。炊飯米の食味官能検査にお

やや厚く，「ななつぼし」よりやや薄い（第９表）。搗
精に要する時間は，「おぼろづき」よりやや短く，「ゆ
めぴりか」並かやや長い（第10表）。適搗精時におけ
る搗精歩合は「おぼろづき」，「ゆめぴりか」並で，
胚芽残存程度は「おぼろづき」よりやや少なく「ゆ
めぴりか」よりやや多い。玄米白度は「おぼろづき」
に比べて標肥栽培ではやや低く，多肥栽培ではやや
高い値を示す場合があるが（第10表），複数年の平均
では「おぼろづき」並であり，白米白度は「おぼろ
づき」よりやや高い（第11表）。玄米および白米の透
明度はほぼ「おぼろづき」並であり，「ゆめぴりか」
よりやや低い（第12表）。
　アミロース含有率は「おぼろづき」よりやや高く，

「ゆめぴりか」よりやや低い（第13表）。タンパク質
含有率は「おぼろづき」，「ゆめぴりか」，「ななつぼ
し」より低い（第14表）。
　炊飯米の食味官能検査の結果，「白さ」を除く各

第９表　玄米粒厚別割合調査成績

１） 値は粒厚別の重量比（％）。1.9mm の篩選にかけた玄米について段篩を用いて調査した。
２） 北海道農研は2005 ～ 2009年産米，他場は上川農試，中央農試，道南農試の2005 ～ 2006年産米に

ついて，標肥区，多肥区のデータを平均して示した。

写真２　「ゆきがすみ」の籾（上）および玄米（下）
左から「ゆきがすみ」，「おぼろづき」，「ゆめぴりか」



26 北海道農業研究センター研究報告第204号（2015）

第10表　玄米の搗精試験成績

１） 育成地における2009年の調査結果。生産力検定試験区産玄米100g を供試。Kett 社 TP-2型搗精機を使用して搗
精し，白度は Kett 社 C-300で測定した。

２） 胚芽残存歩合の測定には搗精米100粒を供試し，胚芽が残存した粒を目視で判別した。
３） 砕米歩合は，白米10g 中の砕米の重量％で示した。
４） □は適搗精時の搗精歩合を示す。適搗精時は，胚芽残存歩合および糠層の残存程度から判定した。
５） 玄米水分・玄米白度・白米白度・胚芽残存歩合・砕米歩合は３反復の平均。
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第11表　玄米および白米の白度 第12表　玄米および白米の透明度

１） 育成地における生産力検定試験（2005 ～
2009年）産米の平均値。

２） 山本製作所精米機 VP30で３回搗精した白
米の白度を測定した。

１） 上川農試における2005 ～ 2006年の調査
データの平均値を示した。

２） 1.9mm の篩で選別した玄米ならびにトー
ヨーテスター精米機 MC-90A で90.5％に
精白した白米を使用した。

３） 透明度は農試式米穀透明度検定機 RT-1で
測定した。値が大きいほど透明度が高い。

第13表　白米のアミロース含有率

第14表　白米のタンパク質含有率

１） 含有率（％）はブランルーベ社オートアナライザーにより測定。北海道農研は平均値 ± 標準偏差，上川農試，
中央農試，道南農試は平均値を示した。

２） 北海道農研では山本製作所精米機 VP30で３回搗精した白米を供試した。ポテトアミロースおよび「はくちょ
うもち」の白米粉を混合してアミロース含有率０，５，10，15，20，25，30％の基準サンプルを調製し，その
測定値によって作成した検量線を利用してアミロース含有率を算出した。

３） 上川農試，中央農試，道南農試では搗精歩合90.5％の白米を供試した。

１） 値は含有率（％）。
　　　北海道農研：ニレコ社 近赤外分析計 NIRSystems 6500で測定。山本製作所精米機 VP30で３回搗精した白米を使用。
　　　上川農試：FOSS ELECTRIC 社 INFRATEC1255で測定。搗精歩合は90.5％。
　　　中央農試：ブランルーベ社インフラライザー 2000で測定。搗精歩合は90.5％。
　　　道南農試：FOSS ELECTRIC 社 INFRATEC1255で測定。搗精歩合は90.5％。2006年は上川農試で測定。
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第15表　食味官能試験成績

第16表　テンシプレッサーによる米飯物性

１） 育成地における2005 ～ 2009年の計10回の試験の平均値を示した。
　　標肥栽培および多肥栽培の材料を，2005年には各２回，2006 ～ 2009年には各年各１回ずつ試験した。
　　基準（０）は標肥栽培の「ほしのゆめ」とした。
　　パネル数は11 ～ 21名。炊飯時の加水量は1.4倍。
　　Steel の方法による対比較において，基準のほしのゆめと５％水準で有意な差が認められたデータに＊を付した。

１） 岡留ら（1996）の方法による2005 ～ 2006年の測定結果の平均値を示した。
２） タケトモ電機社テンシプレッサー My Boy System を使用し，ロードセル10kgf，プランジャースピード６mm/s

の条件で，試料あたり20粒を測定した。
３） 点線以下に産地は異なるが参考となる品種のデータを示した。

利な形質としては，「食味」，「収量」が多くあげられ，
不利な形質としては「熟期」，「初期生育」が多くあ
げられた（第２図）。

Ⅳ．栽培適地および栽培上の留意点
　以上の諸特性を勘案すると，「ゆきがすみ」は北
海道の上川（中南部）・留萌（中南部）以南の稲作地帯
での栽培に適応すると判断される。栽培にあたって
は以下の点に留意が必要である。
１） 耐倒伏性は「ななつぼし」並で強くないので，

極端な多肥栽培は避ける。
２） いもち病抵抗性は「ほしのゆめ」よりやや強い

が十分ではないので，適正な防除に努める。

Ⅴ．命名の由来および育成従事者
　「ゆきがすみ」の名前は，低アミロース米の白米
がわずかに白く濁る様子を，雪のように白く，霞（か

ける総合評価値と高い負の相関関係にある（太田ら，
1993；佐藤ら，2003）コンシステンシー（セットバッ
ク）は「おぼろづき」よりわずかに大きく，「ゆめぴ
りか」よりやや小さい。「コシヒカリ」との比較では，
ブレークダウンは測定機関及び産地により結果が異
なり，コンシステンシー（セットバック）は「ゆきが
すみ」の方が小さい。

４．奨励品種決定調査における成績
　2004年から2006年の奨励品種決定試験基本調査に
おける「ゆきがすみ」の収量性は「きらら397」，「ゆ
めぴりか」に比べてやや優り，「おぼろづき」に比
べると15％程度高い（第18表）。また，2006年の北海
道内21 ヶ所における奨励品種決定試験現地調査で
は，「ゆきがすみ」の収量性は標肥栽培で「きらら
397」並であり，「ゆめぴりか」より５％優る（データ
省略）。「ゆきがすみ」の「きらら397」に対する有
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第18表　奨励品種決定試験基本調査における「ゆきがすみ」の概評一覧

第17表　ラピッドビスコアナライザ（RVA）による糊化粘度特性

１） 優点および欠点の評価は，「きらら397」を対照品種とした。
２） 評価は，△：継続または保留，×：打ち切り

１） 食品総合研究所食品素材科学研究領域穀物利用ユニットにおいて測定した2005 ～ 2007年産米の平均値を
示した。ただし，糊化開始温度，表層老化度は2007年のみのデータ。

２） 北海道立上川農業試験場における2005，2006年の標肥栽培および多肥栽培産米の平均値を示した。あきた
こまち，ひとめぼれ，コシヒカリ，ヒノヒカリは標肥のみ，糊化開始温度については2006年のみのデータ。

３） 点線以下に産地は異なるが参考となる品種のデータを示した。
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る。アミロース含有率が極端に低下し，糯米に近く
なった場合には，糯臭が増大する，混米利用する場
合のブレンド比率の調整が困難であるなどの問題が
生じるため，低アミロース米の利用場面においては
アミロース含有率の安定性が望まれる。「おぼろづ
き」，「ミルキークイーン」，「里のゆき」のアミロー
ス含有率は，低アミロース米品種としては比較的高
めで安定していることが報告されており（安東ら，
2007；伊勢ら，2001；中場ら，2006），2005年から
2009年の５年間の調査の結果，「ゆきがすみ」のアミ
ロース含有率は「おぼろづき」とほぼ同様の変動を
示した（データ省略）。今後 Waxy 遺伝子変異による
低アミロース性発現機構が解明されることにより，
アミロース含有率の変動がより少ない低アミロース
米品種の実現につながる基礎的な知見が得られると
期待される。
　「ゆきがすみ」の収量性は，「おぼろづき」に対し
て10％以上，「ゆめぴりか」に対しても５％程度優る。

「おぼろづき」では粒厚が薄いことが不十分な収量
性の主因とされたが，「ゆきがすみ」は「おぼろづき」
に比べて粒厚が厚いこと，穂数はやや少ないものの

すみ）のようにやわらかなイメージで表現したもの
である。育成従事者は第19表の通りである。

Ⅵ．論　　議
　本品種および「おぼろづき」，「ゆめぴりか」では，

「きらら397」の組織培養によって生じた変異体「北
海287号」に由来する低アミロース性が利用された
と推察される（安東ら，2007；佐藤ら，2009）。「北
海287号」の低アミロース性は，米の糯粳性を支配
する Waxy 遺伝子に37塩基対の欠失が生じたことが
原因であることが明らかとなり，その変異遺伝子は
Wx1-1 と命名された（Ando et al., 2010）。Wx1-1 変異
を検出可能な DNA マーカーによる検定の結果，「ゆ
きがすみ」も Wx1-1 を持つと判定された（データ省
略）。Waxy 遺伝子座の低アミロース変異としては，
他に Wx-mq（Sato et al., 2002）や Wx-y（佐藤ら，2005）
があり，それぞれ，「ミルキークイーン」（伊勢ら，
2001），「ミルキープリンセス」（佐藤ら，2008），お
よび「里のゆき」（中場ら，2006）で利用されている。
低アミロース米品種のアミロース含有率は粳米品種
より環境変動が大きいことが一般的に知られてい

１） 2004 ～ 2006年に上川，中央，道南農業試験場で延べ
９回行った基本調査と，2006年に道内21 ヶ所で行った
現地調査における評価。

第２図　奨励品種決定試験において「ゆきがすみ」の優点
　　および欠点と評価された形質およびその頻度
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一穂籾数が多く，結果として単位面積あたり籾数が
確保されていることにより多収であると考えられ
る。「おぼろづき」と「ゆめぴりか」は，単品利用
が可能な極良食味の低アミロース米という北海道米
としては新しい一分野を開拓し，2013年には両品種
で北海道の水稲うるち品種作付面積の約18％を占め
るに至っている（北海道農政部，2014）。「ゆきがすみ」
はこれら２品種に対して，玄米品質がやや劣るもの
の，収量性の点で優っており，また「ゆめぴりか」
に対しては耐冷性の点でも優っている。それらの優
点を生かして，地域ブランドを支える品種として農
業の６次産業化に貢献している。

Ⅶ．謝辞
　「ゆきがすみ」の育成にあたっては，奨励品種決
定調査試験の実施において北海道立農業試験場（現
北海道立総合研究機構　農業研究本部　農業試験
場），農業改良普及センターの関係者から多大な協
力と助言を得た。また，北海道農研業務第２科職員
として，阿部勝繁氏（現業務第３科），小田認氏には
献身的な支援をいただいた。非常勤職員の大内邦夫
氏（元北海道農業試験場稲育種研究室主任研究官），
大谷美恵子氏，石川良子氏にも多大な支援をいただ
いた。元北海道農業研究センター上原泰樹研究管理
監，北海道農業研究センター入来規雄寒地作物研究
領域長には試験成績の取りまとめなどに当たって，
貴重なご助言をいただいた。ここに記して深く感謝

第19表　育成従事者一覧

する。
　「ゆきがすみ」の育成は農林水産省委託プロジェ
クト「低コストで質の良い加工・業務用農産物の安
定供給技術の開発（加工プロ）」の課題として取り組
まれたものである。この課題においては品質評価，
加工適性などに関する多くの評価をプロジェクト参
画機関に委託した。特に，農研機構 食品総合研究
所 食品素材科学研究領域 穀類利用ユニットにおい
ては，理化学的特性の評価を行っていただいた。研
究の推進や受託試験に関係した方々に謝意を表する。
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Breeding of “Yukigasumi”, a High-yielding Rice Cultivar with Low Amylose 
Content and Superior Eating Quality.

　“Yukigasumi”, a new rice cultivar with low amylose content in the endosperm, was bred from a 
cross between the breeding lines“Satsukei96118”with low-amylose content in the endosperm and

“Kuiku160”with high cold tolerance and good eating quality at the NARO Hokkaido Agricultural 
Research Center（formerly the National Agricultural Research Center for Hokkaido Region）.
1. “Yukigasumi”is a moderate maturing cultivar, and its heading and maturing dates are slightly 

later than those of“Oborozuki”, a cultivar of Hokkaido with low amylose content in the 
endosperm.

2. Yielding ability of“Yukigasumi”is more than 10 ％ greater than that of“Oborozuki”and 5 ％ 
greater than that of“Yumepirika”, a leading cultivar of Hokkaido with low amylose content in 
the endosperm.

3. “Yukigasumi”has high tolerance to low temperatures at the booting stage.
4. “Yukinomegumi”seems to possess the true resistance genes Pia, Pii, and Pik for blast disease. Its 

field resistance to leaf and panicle blast is almost the same as that of“Oborozuki”. 
5. The amylose content in the endosperm of “Yukigasumi” is slightly higher than that of
“Oborozuki”, but slightly lower than that of“Yumepirika”.

6. The protein content in the endosperm is lower than those of“Oborozuki”and“Yumepirika”.
7. The eating quality of cooked“Yukigasumi”rice is almost the same as that of“Oborozuki”and 

that of “Yumepirika”.
　“Yukigasumi”is considered to be adaptable to major rice cultivating areas of Hokkaido.
Key words：Rice, New cultivar, Low-amylose content in the endosperm, High-yielding, Superior 
eating quality
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